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画シベリアの油田群

rチュメニ油田｣の名カミ新聞紙上を賑やかすように

怒ってからすでに久しい.1972年6月に同ソ経済委員

会石油委員会が組織した21名の専門家代表団が訪ソして

現地を見学しソ連専門家と交流した.その前後から

｢チュメニ油田｣を紹介する論文が目立って多くなって

きたカミ当地質調査所資料室に所蔵されているソ連側の

文献とそれらの論文とを比較してみると若干の喰違い

や補足すべきデｰタカミあるように思われる.ここにそ

の一部を明らかにし関係者の参考に供することとした

い.
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第1図チュメｰ二州･トムスク州･ノ赤シビｰルスク州油田天然ガ

ス･油田分布図

1一レミヤ油囲2一ダニロフスヨエ油田3一ポガナイ油田

4一ウバｰ油国5一中ムｰルィミヤ油田6一ツロムスコエ油田

7一モルトィミヤ昌テｰテレフ油固8一シャイム油田

9一カｰメンノエ油田ユ0一フィンガ油田1工一ミンチムカ油岡

12一ベルジンノエ滴閏13一フィストリンスコエ油田

14一北スルグｰト油困15一面スルグｰト油田

16一ウスチ=バルィク油田ユ7一サイカチンスコエ油国

18一サ〃イム油田19一プラｰフダ(ポイカ)油田

20一上サルイム油田21一南ハルィク油国22一マモ/トポ油田

23一一オチムカ油田24一口コソボ油田25一アガｰン油田

26一北ポクル油田27一バタ油国28一ヘロゼルノエ油田

29一サモト≡ロｰル油田30一メギオン油田

31一下バルトフスコエ油田32一ダイラコフスコエ油岡

33一中バルイク滴岡34一バフ天然カスｰ油田

35一ソスナｰ=ソビエｰツヨエ昌メドベｰデフ油国

36一マｰロレチェンスロエ油田37一アレンカ油田

38一七ベルノエ(オフツｰリエフスロエ)油田39一チェバチャ油田

40一中パシュガｰン油田41一中二ュロｰリカ油岡

42一カドイルガ油国43一ラントィニ=ヤブ油国

44一モイセｰエフカ油困45一メジョフスコエ油田

46一ペセロｰフスコエ油田47一束メジョフスロエ油田

岸本文男

｢チュメニ油田｣

ソ連の学術文献には｢チュメニ油田｣の名はない.

あるのは｢チュメｰ二州の油田(複数)｣あるいは｢西

シベリアの油田(複数)｣という呼び方だけである.

筆者の知る限りでは現代ソ連新書と銘うってソ連自身

カ茎目本語で出版したヤ･スハｰノフ著｢ウラノレからカム

チャツカまで｣や在目ソ連大使館広報部発行の日本語版

半月刊誌｢今日のソ連邦｣の中で｢チュメニ油田｣とい

う書き方をしているにすぎ在い.

要するに｢チュメニ油田｣とはチュメｰ二州とトム

スク州･ノボシビｰノレスク州に分布する既知油田灘に対

して日本側が自由に名づけソ連側カミ目本人向けに踏襲

している名称なのである.したがってその分布状況

から言っても正確には西シベリア油田群天然ガ

ス岡を含めれば西シベリア油田･ガス山群と呼ぶ

べきであろう.この灘は100を越える滴固と天然ガス

固から在り前者の最大規模のものカミサモト=ロｰノレ油

田後者の最大のものポウレンゴイ天然ガス田である.

さて各油田名を正確に表現することがまた難しい間

サルカリ

題である.たとえば中川油田をロシア語流に書くと

グンマ

サノレカビンスコエ油田灘馬鉄山であればグモフスキｰ

ネヤ

鉄山寝屋川であればネイスカヤ川に狂ってしまうから

である.中には一スコエという部落名から名づけられ

た油田も存在し得るのでさらに面倒である.これは

原名を推定しながら精密な地図で確認するしか狂い.

本稿の場合第1図の凡例の中でアンダｰラインを引い

てあるのが正確な名称を確認し得た油田名である.

西シベリア･東シベリア･極東

｢シベリア開発｣の名で目ソ共同開発の対象に挙げ

られているヤクｰトの天然ガス田灘や南ヤクｰトのチ

ュリマガン炭田･ネリュングラ炭田はシベリアに入る

のだろうか?かつて日本カ茎注目し今ではフランスカミ

ン連に協力して開発にかかっているウトカン銅鉱床は?

これは･いずれもイエスである.日本でシベリアと言

えば沿海州やハバロフスクあたりを想い浮べる人カミ非

常に多い.だがそれは正しく狂い.正確には太平

洋側に河川カ茎注ぐ地域す柱わちアムｰル州の西境か

ら東南側の全地域カミ極東あるいは極東ソ連と呼ばれそ�
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の西方のウラノレ山脈東麓までがシベリアである.さら

にそのシベリアをエニセイ河西方約200kmの線(クラス

ノヤルスク地方の西境)で東西に分け東側カミ束シベリ

ア西側カ酒シベリアと解すべきである.したがって

バイカノレ湖は東シベリアの東南端に近くチュメｰ二市

は西シベリアの西南端に近い.ウトカン銅鉱床は正

に東シベリアと極東ソ連との境界東南側に近い位置にあ

る.

上に解すべきと記したのには理由カミある.それはソ

連の文献の中に若干の混乱がみられるからである1す

荏わち西シベリアの取り扱いに2種類あって上記の

分け方のほかチュメｰ二州をウラル地方に入れた記載

もみられる.これはソ連全域の経済管区区分の申でウ

ラル経済管区にチュメｰ二州カミ線り入れられていること

による.幸いなことにソ連の地質学者は前者の分け方

を守っているのでそれにならい経済管区区分を無視さ

せてもらうわけである.

西シベリア油田群の沿革

にわかに内外の脚光を浴びてきた｢チュメニ油田｣で

あるカミその探査は35年ばかり前から始まっていた.

ウラル山脈東麓からエニセイ河以西北氷洋沿岸からア

ルタイ山脈以北の広大な西シベリア低地カミその対象であ

った.油国･ガス田胚胎有望範囲は総面積1,746×

103km2(日本の総面積370x108㎞2)とされこれはソ

連の全油田･ガス岡胚胎有望範囲の15.7%に相当し行

政区画からいえば大部分がチュメｰ二州で一部にオム

スク州･ノボシビｰルスク州･トムスク州･スベルドロ

フスク州･ツェリノグラｰド州とクラスノヤｰルスク

地方〔｢地方(K1･i)｡とはロシア共和国独特の行政単位で一

般的な｢地方｣の意ではない〕カミ合まれている.

探査はまず油徴･ガス徴と層序の解明から始められ

第2次大戦後になって広域地球物理探査･地熱調査と構

造試錐などによる有望構造の発見に力点カミ移された.

そして1953年オビ河下流の大屈曲点北方のベリョｰゾ

ボ村で構造試錐の1本から初めてガスの大噴出をみたの

である.1932年に科学アカデミｰ会員グｰプキン添酉

シベリアでの石油･天然ガスの存在を予測してから21年

目のことである.

当時の模様をスノ･一ノブは次のように書いている.

｢目撃者の詰では火山の噴火みたいだったそうだ.

誰もガスの噴出を予期していなかったのにそれは掘さ

く孔から不意に200mも噴き上りパイプをふきとぱし

書ニニ櫓纂蝋二;狐鴛㌘榊こねじ曲

翌1954年オビ河本流とケチ河の合流点コノレパジェ

ボ(トムスク州)に近い坑井から西シベリア初の産油を

みた淋これはものになら注かった.しかし産油層の

存在に確信をもった関係者たちは探査作業を大きく拡げ

1959年9月コンダ川の盆地でついに可採油層を発見した.

これが現在のシャイム油田(チュメｰ二州)である.

以来合目まで酉シベリアにおいて新油醐ミ発見されな

い年は1年とてなかった.翌1960年の中ムｰノレィミヤ

油田など2油田1961年一ウスチ=バノレィク油田･メギ

オン油田狂ど3油田1962年一ソスナｰ油田･酉スルグ

ｰト油田など4油田1963年一ソベｰツニ!工油田･メド
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第2図

チュメｰ二州･トムスク州

各油閏の産油層層準

回油層図石油一天然グス層鰯陸源層貝守溜岩�
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第3図サモト=ロｰル油田産油層の地質断面図

1一天然ガス貯溜層2一石油貯溜層3一水貯溜層

4一非貯溜層5一探査試錐掘進位置と延長

べ一テフ油田･北ヌノレクｰト油閏など8滴岡1964年

一フィストリンスコエ油田･プラｰブダ油田狂ど13油

田そして1965年一サモト=ロｰル油田.･セｰベルノ

エ油田･マｰロレチェンスコエ油田･中二ュロｰリカ

油田･カトィルガ油田など8油田といった調子で増大

を続け1974年1月1日現在で西シベリアに分布す

る可採油田総数は70を越えるに至った.そして稼行

しているのはサモト=ロｰル油田を頂点に計12油田で

ある.

地質および層序

酉シベリア油田灘の分布範囲の地質は古生代基盤岩類

と二畳･三畳系ジュラ系白亜系古第三系新第三

系第四系からなる.

基盤岩類はマグマ源および堆積源の強圧密･被変成岩

一生として花嵩岩花嵩片麻岩輝緑岩斑岩粘板岩

石灰岩部分的に砂岩弱変成石灰岩一で構成されて

いる.この基盤岩類の賦存深度はチュメｰ二洲酉部で

0-2,200m中部で2,000-4,000m北部で3,000-8,0

00狐トムスク州･ノボシビｰルスク州で2,100-3,000

mである.この基盤を被覆して二畳･三畳系陸成層が

呂巳臼〃Eヨ｡臼｡

第4図サモト;ロｰル油田操油井･注水丼配置図

1一探査井2一上部産油層群の採油井3一下部産油層群の採油井

4-BC1o層の予定採油井･注水井5-BC8層の予定採油井･注水井

6-AC2.8層の予定採油井･注水井

7-AC1層･AC蝸層の予定採油井･注水井

8-AC1層含油範囲9-AC1層油層のガス･キャップ

10-AC2｡畠層含滴範囲11-AC2.8層油層のガス･キャップ

12-AC4･5層含油範囲13-BC8層含油範囲ユ4-BC1o層含油範囲'

15-BC1佃層砂岩堆積相移化線

さらにそれを卓状に被覆して陸成層･海浜成層･海成層

主として陸源層が分布する.チュメｰ二州とトムスク

州･ノボシビｰルスク州での層序は第1表と第2表

産油層準は第2図の通りである.

西シベリア油田群の各油田と原油の性質

第3表および第4表に示すデｰタで明らかなように

酉シベリアの各油田は一般に多油層成で各油層とも1

坑井当りの産油量カミ非常に多くしかも賦存深度が大き

くないという特徴を備えている.各油田産原油の性

質は油田によってかなり異なっている(第5表･第6

表).しかし総じて言えば原油は中質原油でガス･

滴比は低くS分は1%荏いしそれ以下である.

各油田の規模

ソ連は油田の鉱量を発表したことが在い.地下資源

の中でソ連が鉱山別に詳しい数字を発表しているのは�
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各種オポカ状粘土しばしばシルト･雲

母質黄鉄鉱を伴うのか特徴

クリツキｰ累

層

暁新統

占.第三系

カｰカ累層1

デルプイシヤ

累層

級密横土ときに泥岩状成層シルト

岩部が散在し菱鉄鉱薄層を伴汝う

上部はシルト質間層を伴う粘土ときに

オポカ質下部はオポカところにより

オポカ状粘土に移り変る

海緑石石英質:■ルト薄層とポケットを

爽在するシルト質･弱激密糊主基底に

多量の砂層

㌷�〰

��㈵�

㈰�㈰

上部統

マｰストリヒト=

ダン階

コニャック=サン

トン=シャ:■パ』

ニュ階

チュ』ロン階

ガニカ累層

ベリョｰゾボ

累層

クズネツォボ

累層

伴カる

をポ変

層オり

間は形

質部に

ト下土

レ上μ

ノ*

シ質状

はカカ

部ポポ

上オオ

ウスチ=タス

統ポクル累層

(セノマン=

アプト階)

弱圧密砂層･砂岩･粘土･1ソルトの互層,

���　

麟分黍絵芝地区では累層中部に砂1

㈰�㌵

ポクル累層

ノ､ントイ=マンシ

ｰスク累層

ポクル累層

ウバｰト累層層

ビクロｰバ累層

ヨシヤイ

累層

コシャイ累層

コシャイ累層

バルトボ亜累

層

バルトボ亜累

層

ウスチ=タス

統

ベリョｰゾボ地区ではシルト･含炭質

物石灰岩の薄層を爽在するシルト質粘土

オビ河中流域では泥岩･シルト岩･細

粒砂岩の互層

250･一290

����

��

ベリョｰゾボ地区では粘土質石灰1岩

菱鉄鉱薄層を稀に爽在する泥岩

レウシ累層

アリャゾフカ累層

一

ウスチニハル

イク亜累層

オビ河中流地域では

互層

細粒砂岩と泥岩の

㈹�㌲　

トゥトレイム累層

1クロムザ累層

1タｰラ累層

セノマン階

オｰブ階

アプト階

下部統

1ハレｰム階

オｰナリｰプ階

バランジュ階

白亜系

　

�

�

シルト岩下部に褐

タス河域では砂岩

色泥岩層

��　

上部は泥岩下部はシルト岩生ルｰズた

砂岩の互層(石灰岩とスポンジライトの

薄層を伴う)

アチモヴィ累

層

マリヤｰノフ

カ累層

1)上部マリヤ

ｰノフカ層

2)バジェｰノ

ボ層

3)下部マリヤ

ｰノフカ層

4)バラｰビシ

スク層

1ココソ恭累層

アバラク累層

ボルガ階上部

上部統

ボルガ階下音瞳

ギンメリッジ十オ

クスフォｰド階

カロｰブ階

���

シルト岩･粘土･泥岩の互層

砂岩

チュメｰ二累

層

チュメｰ二累層

中部統

1ハス=ノ､;■ヨス階

�㈰

上部か砂渚下部カミ泥岩

シェルカルイ累層

シェルカルイ

累層

下部統

�

�

ト

強風化(緑泥石化･カオリン化)榊'し

再堆積風化殻.主としてカオリン質岩

と各種粒質･低分級性砂岩から抵る

結晶質基盤岩源

変成岩･深成岩･貴人砦稀に溢流岩･

准片麻岩花闇岩斑岩荏ど

風化殻

畳

壬

生

古�
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策2表トムスク州･ノボシビｰルスク州油国･ガス同区の層序

第四系1

古第三系

白亜系

ジュラ系

古生層1

■

漸新統

始新統

暁新統1

上部統

下部統

上部統

中部統

厚度

階累層堆積相(m)

マｰストリヒ

ト=ダン階

ロｰム砂粘土j･ト･･

無一ソ館.砂ソルトの!･･一…

憲一カｰン累1綴密･脂肪質粘土･･一…

燃一ポ｢級密･脂肪質粘土1･･一…

クリツキｰ累シルト岩.泥岩薄層O_65

層を爽在する粘土

1一カ累層俸密'榊ト質粘卜卜…

姦ζ共ご:栖ブゴロ｣織土下部は1

㌶露コポｰトポ累1鵬薄騒伴う1

��〵

�㈰�

平

セノマン階

オｰブ階ポクル累層碧芋総岩塔1秒

アフ叩階

オｰナリｰブバル/ポ累層襲謡ル鱗磁

(キｰヤリン

=バレｰム階ではシルト岩･砂岩

スコェ累層)薄層を爽在する粘土

����

手30-590

1-1累層麟壷喜一難1･ト･･

バランジュ階下部は砂岩･シルト

岩薄層を爽在する泥

クロムザ累層岩.上部は砂岩･

シルト岩･泥岩の互

層

ボルガ階泥岩上部はアチモ

キンメリッジマリヤｰノフヴィ層の砂岩下位

=オクスフォカ累層はバラｰビシスク層

一ド階の砂着

1ロｰブ階1簸請･椴灘婁の藩

���

���

���

石一1一二悔繊'泥1･･一…

輝緑岩･扮岩･花闇

岩･石灰岩

石炭･天然ガス･鉄鉱･マンガン鉱そして石綿くらい

のものである.酉シベリアの油田群の場合各油田の

規模に見当をつける上で役立つと恐れわれのは次のよ

うな表現の発表である.

1)｢わが国最大級の鉱床に属するウスチ=バルィク油田メ

ギオン油田プラｰブダ油岡西スルグｰト油田ソスナ

ｰ;ソビエｰツコエ油固などの発見は……｣V.G.VムsIL'Ev

編“肩泊地質学"第2巻第1分冊(1968)

2)酉シベリア全体で｢1972年には6,300万t1973年には

8,300万t1975年には13,500万t1980年には30,000万

t採油される……｣斉藤隆:“石油の開発"5巻5号(1972)

3)｢サモト=回一ル油田は稀にみる大油田で……調査の終っ

た部分だけでも年産1億t近くの産油が可能…･･｣ヤ･スノ･

』ノブ:現代ソ連新書(1972)

4)クロｰジャｰはウチス=バルイク油田の場合添45×1狼m2

(高さ100皿)メギオン油閏一20×10k㎜(高さ30m)

ロコソボ油田一10×13km(高さ50m)中パシュｰガン油

田一12x20km(高さ200m)北スルグｰト油田12.5×4.5

長m(高さ80m)フィストリンスコェ油岡一6×3k㎜(高

さ40m)ムｰルィミヤ油田一16x6km(60m)トリョフ

オセロ油田一2x6km(60m)プラｰブダ油田一40x15

k㎜(200㎜)ソビェｰツコェ油岡一2x3k皿(20m)と

11×5km(70m)ソスナｰ油田一13x5k㎜(80m)メ

ドベデフ油田一11×5k㎜(70m)サモト=ロｰル油田一

40×45km(160m)であるN.V.M肌'NIK0Y編:“燃料･エ

ネルギｰ資源"(1968)などから抜粋

サモト=ロｰル油田

現在までに西シベリアで発見され開発に入っている

油田の中で埋蔵油量･産油量ともにもっとも大きいのは

サモト=ロｰノレ(Samot-Lor)油田である.

本油田は1965年に水滴出初の探査試錐で発見され19

69年に採油を開始し1973年10月1日現在の油井数が約

400採油量添約13万t/目に達しているもので1974年

末には油井総数700採油量1億t/年を越える予定であ

る.

本油田は下バノレトフカ大ドｰムの北東部に位置しサ

モト=ロｰノレ構造部マルトフカ構造部北サモト=ロ

ｰル構造部ベロｰゼロ構造部南ベロｰゼロ構造部

ハウイ構造部からなる大規模なドｰム状隆起体に胚胎さ

れている.

本油田の地質は古生代榴曲基盤を構成する強変成粘板

岩･絹雲母片岩類と卓状被覆層を構成する砂･泥相堆積

層からなる.後者はジュラ系･白亜系･新第三系･第

四系で総層厚ほ2,700mに達している.現在のとこ

ろ5層の産油層すなわち上部産油層灘Aに属するオ

ｰナリｰブ=バレｰム階とアプト階のAC｡層･AC｡｡｡

層･AC｡｡｡層下部産油層灘Bに属するバランジュ階の

BC8層･BC1o層〔原称はAB｡､｡とかBB､｡と表現されそれぞ

れAV2.3やBV1oとも訳せる.しかしアルファベット順によ

る表現であるから筆者はこのよう荏記号訳を採用した.〕が確

認ずみである.両産油層群はそれぞれ層厚350-400m

の泥岩･砂岩･シノレト岩層灘に分けられる.

各産油層は次のよう荏特徴を備えている.

1)風化作用に弱い長石を25%から60%含んだ砂岩とシルト砦

からなるポリミクト構成であり当該長石の大部分(80%)

が強い二次変質作用を受けている

2)結合水の含有量か多い�
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策3表チ

ユメ]二州各油田の性質

油閏

メギオン

ウスチｰバノレィク

西スルグｰト

ロヨソボ

北スルグｰト

バタ

南バルイク

下バルトフカ

中バルイク

マモントボ

サモトロｰル

ブインガ

バフ

タイラヨフスロエ

プラｰブダ

シヤイム

モルトイミヤ

カメンノエ

中ムｰルィミヤ

ウ

サルイ

アガｰ

レミ

ム

ン

ヤ

ダニロフス箏エ

サイガチンスコエ

ミンチムカ

リヤントｰル

マｰロバノレイク

ブィストリンスコエ

ベルシンノエ

北ポクル

テｰテレフ

オチムカ

産油層

ロコソポ累層

下部自亜系B㎜

アチモフスカヤ層

下部白亜系BX

�

�

B皿一皿

�

�

B皿一皿

�

B】X

B㎜

�

B㎜

AI一皿

�

AVI孤個

アチモフスカヤ層

下部白亜系遭X

B個

�

�

B¶皿

�

���

��

パラバ層

ジュラ系

下部白亜'系BIV

B㎜

�

AX【

上部ジュラ系P

倀

倀

�

B㎜

上部ジュラ系P

倀

下部自亜系B正

下部白亜系B1I

A佃

A皿

�

下部白亜系BI

B皿

A㎜一佃

�

B皿

AI一皿

���

下部白亜系BX

賦存深度

(加)

㈬��㈮�㌀

㈬��㈬�　

㈬��㈮�　

㈬㈷�㈮㌶�

㈬��㈮��

㈬�㈭㈮��

㈬〵�㈮��

㈬〴㈭㈮��

㈬㈸�㈮㌳�

㈬��㈮�　

㈬〵�㈮��

㈬��㈬㈶�

㈬�㈭㈮㈴　

㈬〴�㈮�　

㈬��㈮��

1,701一ユ,714

㈬�㌭㈮㈰�

㈬住�㈮〳�

㈬��㈮��

㈬��㈬��

㈬��㈮��

2,470一一2.495

㈬㌶�㈮㌷�

㈬��㈮�　

㈬�㌭㈮��

2,030一一2.039

1,693一ユ,736

㈬��㈮��

㈬��㈮㈱�

㈬��㈮��

㈬㈷�㈮㈸�

㈬㌹�㈮��

㈬㌰㈭㈮㌱�

㈬��㈬���

�����　

������

㈬㌶�㈬��

工,750-1.800

��㌭��　

㈬��㈮��

�㈱㈭㈮㈳　

�����㌀

������

㈬��㈮��

㈬��㈮��

������

㈬��㈮〶　

㈬��㈮��

㈬��㈮��

㈬��㈮��

������

㈬㌵�㈬㌹�

㈬��㈮��

1,700一一1,782

玉,793-1,805

工,539-1.560

㈬��㈬�　

出発層圧

�生洲�

㈴　

㈱�

㈳�

㈴�

㈱㌮�

㈱�

㈰�㈱�

㈰�㈱�

㈳�

㈲�

㈰　

㈲�

㈰�

㈴�

ユ64.7

㈱��

�㌀

㈳�

㈱�

㈴�

㈳　

㈱�

㈰　

㈱�

㈶��

㈲�

㈴㈮�

㈲�㈴�

㈲��

��

��

�㌮�

㈴��

㈲　

�㌮�

��

㈱㈮㌀

㈱��

��㌀

㈰�

㈰㌮�

㈰�

㈰��

㈳　

㈱　

���

��

有劾層厚

��

�

����

��

����

����

㈮㌭��

���

㈮���

����

㌮��

����

����

���

㌮　

��

���

�　

��

�

㈰

�

�

��

�

�

�

�

��

��

�

�

�　

�㌳

��㌱�

㈸

㌮　

��

�

㌀

㌀

㌀

�

�

�

�

�㈭��

��

㌮��

�

��

�

孔隙率'

��

���

�����

�����

�����

�����

����

���

���

㈵��

���

����

㈰�

㈲���

㈰

㈰

㈰

㈰

㈰

㈰

㈰

��㌀

㈰

��　

����

㈱

�

�

㈶

㈲

㈲

㈲

㈳

㈵

㈶�

㈵

��㈮�

㈱

㈰

惨透率

��

飽和圧カス油比

kg/㎜8/

�㈩洸�

����㌵��

�����

108以下

����

2辿一1.480

����

����

㌷��

����

����㈳

�㌴��

���

���

���

㌭��

����

����

1,OOO以下

���

�㌭��

380｡一1.3516

㌶�㌹�

����

㈶��

��

����

�

�

���

�

�

�

�

�

�

��

��

�

��

未測定

未測定

�

㈰�

未測定

�　

���

��

��

��

��

�

��

㌶�

㈸�

�

㌷�

�

��

�

��

�

�　

�

��

��

�

��

�

�

��

㈳

��

㌹�

㈱�

�

層温

(｡C)

�　

��

�

�

�

�

�

�

�

��

�

�

�

�

�

��

��

���

�

��

��

�

�

�

�

��

�

�

�

�

�

�

1油井産油量

(8mmビｰン)

(皿3/目)

62(101=n珂■)

���

(自由噴油)

�

����

��

��㌳

㈰�㈱�

89一ユ30

ユ.8-55

��

30一ユ36

45.5(6正皿n1)

30.7(4-n工皿)

��㌨�洩

ユ5.3

㈱�㈵　

���

�

�

�㌀

ユ22

�

ユ44

�㌀

��

ユ20(6一皿工皿)

118(6正皿In)

㈵�����

��

250(32工皿皿1)

��

�

��

��

�㌀

㌭㌵　

�　

��

㌶

㈵

ユ10

ユ2,8

㌳�

��

�

��

㌱

㌳

��

��

��

146(91][1正n)

29.5(4.5㎜m)

���

��

100(原油)

33(氷)

���

���
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策4表トムスク州

ノボシビｰルスク州各曲固の性質

油閉

ソスナ

ソビェツコェ

メドベｰデフ

マｰPレチェン､スコ

アレンカ

モイセ』エフカ

ラントイニニヤフ

中パシュガｰン

メジョフスコェ

カツイリカ

中二ュロｰリカ

セベルノエ

産油層

バランジュ階B佃

オｰナリｰブ階C1I

バレｰム階CI

バランジュ階B佃

オｰナリｰブ=

バランジュ階C佃

C孤

�

チュメニ累層一古生層M

マリヤノフ累層AI

オｰナリｰブ=バレｰム階CI

ジュラ系AI

バランジュ階B㎜

ジュラ系AI

ジュラ系AI

ジュラ系AI

オｰナリｰブ=バレｰム階

オｰナリｰブ=バレｰム階

タｰラ累層

アテそフスカヤ層

古生層=バランジュ階

風化殻M

ジュラ系AI

ジュラ系AI

バランジュ階

賦瀦度撚

㈬��㈮㈱�

������

�����　

㈬��㈮㈱�

������

��㌭���

�����　

㈬��㈮�　

㈬��㈮��

���

㈬��㈮��

㈮��

㈬��㈮�　

㈬��㈮�　

㈬㈸�㈮㌲　

������

������

���㈮〰�

㈬��㈮㈵　

㈬��㈮��

㈬㈲�㈮㈵　

㈬��㈮��

㈬�����

㈱�

㈱�

���

��㌀

ユ69.3

㈷�

㈴�　

㈴㌮�

㈴��

㈴��

�㈱�

貯溜岩

砂岩

砂岩シルト岩

同上

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩シルト岩

礫砦

砂岩シルト岩

間

砂

砂

砂

砂

砂

砂

砂

砂

砂

砂

砂

砂

砂

砂

上

砦

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

有効層厚

��

�

��㈳

�

�

�㈭��

��㈳

���

��

����

��

㌀

�

�

�

�

�

�

�

��

㈲�

��

有効孔隙率

��

���㈬�

㈳

㈰

㈰

㈰

�

㈰

㈰

���㌮㌀

�

�

�

㈳����

����

�

���

�

㈳

濠透率

��

㌰㈭㌮��

�����

��㌮��

�����　

�����

��㈱�

����

㈰�　

㌸㌭�〶㌀

㌭��

ガス油比

(m錺/

洳�

��

��

�　

㌶�

�

�

��

㈴�

㈲��

層温1

(｡c)1

�

�

�

��

�

�

1油井産油量

(8mmビｰン)

(m田/同)

���　

�

����

168一ユ92

㈵�

���

����

�

���

��

㈰�

�㈲

��

��

��

��

��

㌮�

����

㌹�

��

��

第5表チュメｰ二州各曲雷産原油｡の性質

油田

ウスチ=ハルィク

酒スノレグｰト

ヘルソンノェ

ロ

⇒ヒスノレグｰト

フイストリンスコエ

メ

北

シ

モルトイミヤ

カメ

テ

中バルィグ

マモントボ

ブイストリンスコエ

フ

南ノ･ルイク

タイラコフスコエ

下ノ･ルトプカ

サモトロｰル

産油層

試錐

番号

試料採取深度

��

比重

�生洳�

動精性係数

�却�

㈰�

��

含有量(%)

ノ･ラフ

ィン

アスフ

ァルテ

ン

シリカ

ゲル畠

タｰル

分溜物構成

初溜点1

(｡･)1

�〰�

��

�〰�

��

ウスチ=バルィク�オｰナリｰブ=バレｰム階BI�84�2,089-2,097�O.876�29.06�10.39�1.26�4.18�■�■�68�16�34

����㈬�㌭㈬����〉㌲�〉��〉�����㌮���㌉��〉㌷

�バランジュ階BX�88�2,352-2,355�0.879�40.88�12.42�1,02�2155�■�■�77�15�32.5

画スルグｰト�オｰナリｰブニバレ』ム階B皿�45�2,077-2,073�0.896�70.3�19.1�O.7�2.16�2.17�19.63�90�13�31

�BI�157�2,056-2,㏄1�O.885�38.93�13.38�1.48�2.14�1.91�21.73�71�16�34

�バラ.ンジュ階BX�45�2,293-2,286�O.875�19.3�7.8�2,09�3.32�O.45�12.33�84�17.5�36

ベルジンノエ�BX�418�2,360-2,354�O.875�9.60�4.43�1.52�2.25�O,90�9.69�65�23�47.5

ロヨソボ�B1㎜�39�2,203-2,193�O.876�26.9�8102�0.96�3.35�1.52�15.5�90�17�37

北スルグｰト�オｰテリ｣ブ=バレｰム階BI�328�2,070-2,064�O.901�93.22�21.91�1.61�3.5�2.81�17.29�ユ06�11.5�31

ブイストリンスコエ�同上BI�170�2,083-2,076�0.893�72.5�16.54�1.40�3.20�一�一�110�14�34

メギオン�バランジュ階B㎜�28�2,144-2,128�0.854�7-7�3.67�O,69�2.45�■�`�80�28�50

�ジュラ系�亘32�2,436-2,443�0.828�3,77�2.11�O.6�1.97�O.4�4.5�66�36�60

バタ�バランジュ階B㎜�120�2,168-2,ユ58�O.845�5.9�3�O.48�1.7�■�i�67�29.5�54

�オｰナリｰブ=バレｰAI_皿ム階�125�1,704-1,714�O.869�18.69�7.11�1.03�4.47�4.05�1O.9�52�25.5�46

北ポクル�バランジュ階B㎜�601�2,160-2,148�0.875�17.7�8.3�O.68�3.1�'�一�1OO�20�42.5

�オｰナリｰプ:バレｰAI_]Iム階�601�1,749-1,734�O.866�16.72�6.41�O.69�3,47�3.51�10�61�22.5�41

シャイム�上部ジュラ系�70�1,524-1,530�0.832�13�4.3�0.24�4.02�O.21�7.6�50�24�47

モルトイミヤ�上部ジュラ系�28�1,592-1,594�O.824�一�一�一�2.69�0.43�5.54�58�32�51.5

カメンノエ�上部ジュラ系�12�2,401-2,411�0.836�6.85�3.22�O.1近�4.5�一�■�105�27�53

テｰテレフ�ジュラ系�87�1,550一ユ,539�0.819�一�i�O.27�2132�O,22�9.62�60�36�56.O

中バルィク�バランジュ階BX�92�2,470-2,495�O.880�23.14�9.01�1.22�3.04�1.6�9.4�79�18�36

マモントボ�同上BX�240�2,391-2,397�O.889�51.40�24.67�王.51�4.09�4.48�11.30�70�16�34

ブイストリンスコエ�オｰナリｰブ=バレｰム階B皿�172�2,087-2,094�0.901�94.09�21.24�2.09�3.14�1.75�16.04�110�12�28

�A1X�172�1,958-1,950�0.884�40.54�12.08�1.05�3.38�2.3�ユ1.6�90�16�35

����㈬��㈬���������������〉����㌴����㌀

ブインガ�オｰナリｰブ=バレｰム階B皿�1�2,080-2,085�O.889�61.72�14.95�1.51�3.51�1.72�10�58�13�30

南バルイク�バランジュ階BX�235�2,434-2,側8�O.885�35.15�15.84�1.3�2.68�6.15�8.74�60�19.5�38

ダイラコフスコエ�ジュラ系�150�2,666-2,658�O.888�58.05�17.6�1.21�5.30�6.60�20.5�79�16�34

バフ�同上�10�2,179-2,212�O.836�5.3�330�O.40�2.29�1.10�5.61�44�29�50

下バルトフカ�バランジュ階B佃�ユ41�2,ユ85-2,180�O.838�4.7�1.9�O.64�2,2�O.93�4.57�56�34�57

サモトロｰル�1司.上B㎜�1�2,123-2,130�O.836�448�2.O�0.6�2.4�O.73�4.4�58�34�58�



一43一

策6表トムスク州･ノボシビｰルスク州各油田産原油の性質

�����動粘性係数��������

��試料採取深度'��比重�(cSt)����含有量(%)���分溜物構成�

油固�試錐番号��産油層����������

��(m)��(9/cmg����ハラフ�シリカゲ����

�����20.C�50.C�S��ル=タｰ�アスフア�初潤一意�<200.C�<300.C

��������イン�ノレ�ルデ:■�(｡C)�(%)�(%)

ソスナｰ�1�2,129-2,136�B㎜�O.851�8.3�一�O.81�2.1�9.2�1.06�62�22�36.7

ソビェツロェ�7�1,942-1,934�C㎜�O.857�'�一�O.7�1.64�9.03�O.8�47�23.4�38

�7�1,686-1,690�CI�O.860�■�一�O.52�O.98�一�`�47�2515�41.3

�7�2,150-2,155�BV皿�O,847�一�一�O,9�1.4�一�一�47�28.2�44.1

メドベｰデフ�6�2,690-2,734�M�O.844�}�`�一�19.5�3.22�O.52�一�21.1�35.6

マｰロレチエンスコエ�117�2,458-2,474�AI�O.847�5.5�2.96�O.6�2.19�一�一�73�37.5�56

モイセｰエフカ�4�2,597-2,604�AI�0.873�15.9�7,2�O.7�1.95�5.37�2.94�84�21�45

中パシュガｰン�5�2,322-2,308�AI�O.817�2.8�1.7�0.29�1.73�4.45�O.34�52�41�67

メジョフスコェ�2�1,895-1,900�i�O.832�i�■�O.28�3.57�■�一�'�22.4�41.6

�6�2,122-2,117�AI�O,875�38.8�8.8�O.35�2.5�10.08�1.32�64�12.9､�30.5

�3�2,240-2,250�M�O.870�■�'�O.4�3.99�5.63�O.55�'�21�42

ラントイニ=ヤブ�58�2,479-2,483�AI�O.871�'�一�O.37�1.2�■�一�105�14.7�39.2

ベセロｰフスコエ�1�2,302-2,300�AI�O.846�'�一�O.17�O.16�一�一�一�12.8�49.7

�〰�

第7表ソ連主要油田産原油の性質

原油の名称

原油の性質

比重

(9/cm田)

含有量(%)

残留アス

ファルト

バラフィ分溜物

ン<200℃

ベンジン

収量

��

オクタ

ン価

原油精製物の質

ケロシンジｰゼル燃料

収量

��

オタタ収量

ン価(%)

凝固点

(｡C)

セタン

価

機械油

比重

�生洸�

凝固点

(｡C)

バシュキｰル自治共和国

イシンハｰイ原油

クシャブクロフ原油

テルメニニエルカ原油

ブラチャ原油

クシミノフカ原油

カルラ原油

ツイマズイ原油(爽炭層産)

同上(ツルネｰ階差)

同上(デボン系産)

クラスノカマ原油

北カマ原油

ポラｰズナ原油

上チュンフスロエ原油

��　

���

��㌰

���

���

��㌀

���

���

���

���

���

㈮�㌮伀

㌮�

㌮　

㈬�

㈬�

�㌲

�㈳

㈬�

��

���伀

��

��

��

㌰�㌀

�

�

㌳

㌲

�

�

�

�

㈰��

�

�

�

�㈭��

��

㈮�

��

��

�　

㈬�

��

㌮㌀

�　

㌮�

��

��

㈱��

�

㈵

㈵

㈳

�

�

�

㈵

ル

㈵

㈶

㈴

㈵

��

��

��

�　

�　

��

��

㈰�

��

��

��

��

�

��

��

�

�

�

�

�

�

�

�

�

州

��

㈲�

��

㈶�

㈵�

㈱�

��

㈸�

㈲�

��

��

��

㈶

㈱�

㈲

㈰

㌲

��

㈶

㈰

�

�

�

�

㌰�

㌴�

㈳�

㈹��

㌴�

㌱�

㌸�㌀

㈸�

㌲�

一5

��

��

��

一10

一5

��

�

�

�

���

��　

���

��　

���

��　

��　

��　

��　

��　

���

���

��　

㈸

㈳

㈸

㈶

㌲

㈸

�

㈴

�

㌰

㈸

�

㈳

オレンブルグ州

カリノフカ=コペイカ原油

ブグルスラｰン原油

ノｰボスチパノフカ原油

���

��㌀

��㌵

�㌸

㌮　

㈮�

�

�

�

��

��

㈮�

㈳

�

㈷

��

�　

�

�

㈹�

��

㈶

�

㌵��

㌰�

一16

�　

��　

���

㌰

㈰

クイブイシェフ州

スイスランカ原油

スタｰブロポリ原油

ムノ･ノフスカヤ原油

���

���

���

㈬㌸

㈬�

��

㌸

㌴

㌲

㈮�

㌮�

��

�

�

㈲�

�　

���

�

��

��

㈱�

㈸

㌱��

一6

�

��　

���

㌰

㈶

㌷

タタｰル自治共和国

シェグｰロボ原油

ロマシュカ原油

���

���

�㌹

��

�

㌵

�〵

��

�

��

�

�

㈶�

�　

㌴�

㈳��

一25

��

�

��　

��　

㌵

㌸�
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グ回一ズヌイ'パラフィン質油

グロｰズヌイ非パラフィン質油

マルゴベｰク軽質油

マルゴベｰク重質油

ボズネセｰシスク軽質油

ボズネセｰシスク重質油

マイコｰプ軽質油

イｰリスキｰ軽質油

イｰリスキｰ重質油

ハドイジェシスク重質油

キム重油

ネフテアバｰド重油

アンジジャン重油

パノレバンタｰシュ重油

イスバスケント重油

ネビｰト･ダｰク重油

クｰム･ダｰク重油.

テノレメｰス重油

イズベルバｰシュ重油

マノ･チュカラｰ重油

ドスソｰル･ジュラ系重油

マカｰト･ジュラ系重油

バイチュナｰス重油

オハ皿･珊層重油

オハx･㎜層重油

エノ･一ビ重油

ジｰルノフスク重油

ヒビ=エイバｰト産油層

上部層原油

"下部層原油

パラノ･ヌイ脂肪質油

パラノ､ヌイ重質油

ラマナｰ･パラフィン質油

ホロサン重質油

｢クラｰステヤ｣重油

上部層パラフィン質油

上部層脂肪質油

キルマクｰ重油

��

�㌳

�㌀

��

�㈵

�㌳

�

㈴

㌰

㌲

㌰

㌶

北

�伀

��

�　

��

㈶�

��

カ

�

㌰

㈶

�

�

�

フカ

��

��

㈰�

王.0

�伀

��

ス

��

�

��

�

�

�

㈶�

㈴�

㈳�

㈶�

㈳�

㈸

�

�

�

�

㌶

クラスノダｰル地方

一〇.18160.983931,053-30

0.86140.2628-25一一一一

〇.97900.6460-ND一一一一

一〇.21336.6132.06618,033

フエルカナｰ盆地ウズベク共和国

����㈵㈮���你���

��㌶�������㌱�����㈲�

����㈷���㌲�������㌀

��㈰�㈲㈱㌮�㌹��㈸�㈰

0.86110.27262,918.17,420.87一一

トルクメン共和国

������������㈱�㌱��

0.8670-209.5-3.8070.3一一

夕ジック共和国

10.952813.5130.51411813.7211.23∬一』9.42∬24

ダゲスタ､ン自治共和国

一〇.15126.02720,060-15

一一176,424.一6019,027

エンバ油田･ガス閨区

�����㌰���㌹㌮������

������

0,881･O.1611

��㌰��

���

���

���

��

�㈸

�㈳

㈵

㈰

�

��

��

�㌀

サ

��

��

��

一ND

�㈰乄

㌹�㈷�

�　

㈵�

��

リン

㈬　

��

㈴�

乄

乄

�

島

�

�

���

㈲��

㌴��

��

㌹�

�

�

�

㌶�

��

㌵�

㌵��

㈸��

㈷��

一10

�

��

��

一16

���

���

���

���

���

��　

���

���

���

��　

���

���

��　

���

'16,451-1一一一

��

㌲�

��

一60

�　

��

�

�

�

���

���

��㌀

���

���

��　

��　

ボルゴグラｰド州

10.8591jO.27110｣4.61-15.01711-1-133.ol-2815210.8901

アゼルバイジャン共和国

O.873-210.9-7.O-39.O一一一一一

〇.900-240.9-2.O-38.9一一一一一

同上レｰニンスキｰ区

O.8750.1413.40.9-6.8-27.5一一一一一

〇.925-300.65-O.3-15.O一一一一一

〇.863-11.41.48-6.O-28.O一一一一一

〇.935-28.40.45-O,5-12.5一一一一一

同上オルジョニキｰゼ区

O.791'一〇.5一一3.8-46.5一一一一一

〇.869-93.6-7.3-43.2一一一一一

〇.8840.1812.6-r5.5-38.6一一一一一

〇.858-40.26-4.3-40.4一一一一一

�

�

�

く15

�

�

一11

㌳

㈲

㈵

㈷

�

㌵

�

一40

�　

��

�

㌰

㈴

㈱�
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3)堆積相の不均質性や不遠続性がいちじるしい(とくに上部

産油層鮮Aの場合).そしてBC1o層の砂岩は鰺透率カ;低

く油田酉部では完全に粘土に移り変っている

4)AC1層とAC｡｡3層の油層はガス･キャップを随伴しAC

…層の油層は広範囲にわたって水･石油帯を伴っている

ヤップがあり多油層性であるために探査は長期にわた

らざるを得ず今もなお続けられているが現状では各

産油層の構造･貯溜性産出原油の物理的性質と化学的

性質地質条件と水力学的条件にもとづいて

AC｡十AC｡｡3AC｡｡｡BC･BC1･の4層を採油対象とし

ている.(筆者は鉱床部)

油田の規模カミ大きくAC｡層とAC｡｡｡層中にガス･キ

“･一'''1'一111…州

草地学と切手

中国果時代の

科学者｢沈括｣の切手

更.Q.

1962年12月1目発行された第2次中国古代の科学者切手には

造紙医蒲天文と共に地質学者として沈括(しんかつ1031

-1095)がとり上げられている.沈括については従来我国で

広く知られていたとは必ずしも云え狂いが中国の歴史の上で

は特異溶科学者だった.

彼の生存した宋という時代は中国の歴史の上でも注目され

るべき時代である.それは一方には円くから唐代まで行なわ

れていた貴族政治に代って君主独裁政治が確立されると共に

官僚制が強固になり一方には商品経済の時代にたって生産

と消費が増大したことがある.この生産力の増強の原因のひ

とつとして科学技術の進歩を挙げることが出来る.その表

われは石炭の使用にも示される.石炭はすでに唐末から広く

使用されていたがその頃からコｰクスが発明され宋代に入

ると炊事の外に陶磁器の生産鉄鍋の製錬に使用されるように

なった.これは18世紀半ばのヨｰロッバにおける産業革命に

比較される.鉄の生産は11世紀半ばには年6,000tに達した

といわれる.銅は9,000tに達したが経済の発達に伴って

ほとんどが銅銭にされた.鉄も銅銭の不足を補うために鉄銭

が使用された.注目すべきは掘りつくされた鍋山から硫酸銅

の銅を回収するために鉄が使用されたことでこれを浸鍋法と

呼んでいる.このように鉄がおもに鉄銭と銅回収に使用され

て他にはせいぜい武器か農具にしかならなかった所に産業

革命に行くことが出来抵い宋時代の限度があった.

沈括は福建の出身で父も官吏だった.24才で地方の下級官

吏となったカミその頃から博学で知られ勤務成績が認められて
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次第に昇進したカミ33才で進士に合格し一躍中央に進出し

45才まではめざましい昇進と活躍を行った.その時代は神宗

の治政にあたり政治的には新法党と旧法党の争いの時であ

る.彼はその申で新法党に属していた.それは彼の科学者

としての合理的精神が政治的立場を決定させたのであろうが

それカ…逆に彼をして新法党の中で徒党的で泣い態度となり微

妙な立場に追い込まれる.遂に46才の時に国境防備のエラｰ

が原因で失脚してしまった.

沈括の著述の代表的なのは晩年の｢夢渓筆談｣26巻｢補筆

談｣｢続筆談｣がおもなものであるカミその弛に｢天下州県

図｣を編集している.沈括は単なる能吏･技術者だけで在く

積極的な行動家であり多方面の才能に恵まれていた.それは

地質学のみならず数学音楽水利本草医学に及んでい

る.彼は太吏令在職中に独創的な暦法である｢奉天歴｣を提

案したがこれは｣種の太陽歴だった.奉天歴は失恋われて

いるが江戸時代の中井履軒の｢華膏歴｣に影響している.

彼の地質学者としての面目は化石を通じて気候の変化海陸

の変遷を推定したことである.彼が延安に在住した頃筍の化

石を発見したがこの地方には竹林がなかった事からかつて

延安は筍の生育に適しだ地帯であったと推定した.また太行

山脈の東を旅行している時に海棲の貝化石を発見しかつてこ

の地方カミ海だったことを注意した.これはレオナルド･ダ･

ヴィンチに先立つこと約400年である.また彼は磁針に関し

て重要な記載をしたことで知られている.中国では円くから

方位を知るために磁針が使用されていたカミ彼はその取扱い法

を改良しただけで校く磁極が真南北を指せないこといわゆる

偏角の存在をはじめて記した.もっとも真南北の決定はエジ

プトでも中国日本でももっと円くから行なわれてはいるが

偏角の発見だけでも科学吏上不朽であるといわれている.そ

の他鉱物の記載浸鍋法に注目したこと祖ど数多くの業績が挙

げられる.

彼のような独創的であり洞察的な人物は中国の歴史の上でも

少ない.とくに科学的方面にその才能を発揮した点では特記

されるべき事である.彼は偉大な合理主義者であり経験主義

者であったがやはり時代の制約から逃れることは出来なかっ

た.経験から実験へと進めなかった所に産業革命一歩前ま

で行きながらそれ以上行け次かったと同様の時代の停滞をみ

ることが出来る.

(主に藪内済:中国の科学と日本朝同新聞社による).
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